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中学生における無意図的な陰口の検出に影響する要因

Ⅰ　問題と目的

文部科学省の児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導

上の諸課題に関する調査（2019）において，平成 30 年

度の不登校の中学生は，全体の 3.65% であり，小学生の

0.70% に比べて多く，人数としては過去最多の 119,687

人であることが示されている。このような現状の要因と

して，中学生ではいじめを含んだ友人関係をめぐる問題

の要因が 30.7％と高い割合になっている。また，岡安・

嶋田・丹波・森・矢冨（1992）は，中学生は「教師との

関係」「友人関係」「部活動」など，人間関係に関する出

来事を特にストレスフルに感じていると述べている。

人間関係を円滑に進める重要なスキルとして，社会的

スキルがある。戸ヶ崎・岡安・坂野（1997）は，社会的

スキルとは，ある特定の社会的場面で観察される社会的

に受け入れられる行動で，その中には不適切な行動を遂

行しないことも含むと定義しており，友だちとの関係を

形成するために必要な「関係参加行動」，築いた人間関

係を向上させるために必要な「関係向上行動」，攻撃的

な行動をとらないといった人間関係を維持するために必

要な「関係維持行動」の 3 つの構成要素から社会的スキ

ルは成り立つとしている。対人関係における社会的スキ

ルの重要性は様々なところで指摘されており，児童・生

徒において，社会的スキルの欠如によって友人関係のス

トレスが生じやすいことや（丹羽・山際 , 1991），友人

関係に満足ができず不適応に陥っている子供たちには，

主張行動を中心とした社会的スキルトレーニングが有用

なことが示唆されている（塚本・濱口 , 2003）。社会的

スキルは行動的な側面からのみ捉えられているわけでは

ない。原田・渡辺（2011）は，感情の認知的側面におけ

る気づきの理解と，調整をする感情調整スキルの獲得も，

適応的な対人関係につながるとしている。このように，

子どもが自らの情動をどのように捉え，調整するのかと

いった視点は非常に重要とされる（石津・下田 , 2013）。

対人関係において多様なスキルの未熟さが如実に表れ

るとされる攻撃性研究では，中学生において攻撃性の種

類によって社会的スキルとの関係が異なることを示して

いる（相川 , 2008）。攻撃性のうち敵意が高い中学生は，

社会的スキルの中の関係参加行動と関係維持行動のスキ

ルが低いこと，身体攻撃，言語攻撃，短気が高い中学生

は，関係維持行動のスキルが低いこと，言語攻撃が高い

中学生は，関係参加行動と関係向上行動が高いという傾

向も見出されてきた（大竹・島井・嶋田・山崎・狩野 , 

1999）。しかしながら，子どもの攻撃性研究において，

自らの行為が他者にどういった影響を与えているのかと

いうことを客観的に俯瞰する，メタ認知に関する研究は
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これまで検討がなされていない現状がある。国立教育政

策研究所生徒指導研究センター（2016）によるいじめ追

跡調査の「仲間はずれ・無視・陰口」経験（被害・加害）

によれば，小中学生において仲間外れや無視，陰口をさ

れた経験があると回答した児童生徒が 9 割，した経験が

あると回答した児童生徒も 9 割となっている。また，加

藤・太田・水野（2016）は，いじめ被害の内容 7 項目に

ついて調査し，通常学級の中学生において，「直接、悪

口や嫌なことを言われた」と回答した生徒が，中学 1 年

生から 3 年生の全てにおいて 1 番高い割合を示した。さ

らに，いじめ被害の内容の中で唯一，「パソコンや携帯

電話 , スマホを使って悪口を書かれた」と回答した生徒

の割合が，中学 1 年生から 3 年生にかけて増加の傾向に

あることが示されている。

梅津・新井・濱口（2012）は，人は自らの攻撃性を低

く見積もってしまう可能性があることを，酒井・塩田・

江口（2015）もまた，悪口を言っているつもりがないの

に結果的にそれが悪口になっていることがあると指摘し

ているように，悪口や陰口には，危害を加えることを意

図しているものと，危害を加えることを意図しないもの

があると考えられる。そこで本研究では，悪口や陰口に

関し，悪口表現は特定の他者に対して直接的に侮辱や誹

謗中傷，陰口は，その人のいないところで言う悪口とい

う定義（石坂・山本 , 2010）に基づいた研究を行う。

本研究では，危害を意図的に加えようとはしていない

ものの，結果的に他者を傷つけてしまう無意図的な陰口

に着目する。そして，この無意図的な陰口は，心理学的

な視点から見ると，社会的失言の認識の欠如という視点

から捉えることが可能だと思われる。社会的失言が，無

意図・無自覚に他者への不利益やネガティブな感情をも

たらし，「言うべきではなかった」という後悔，恥，罪

悪感などの感情とともに体験されることと定義される

ように（滝吉・鈴木・田中 , 2017），無意図的な陰口は，

この社会的失言の認識の欠如によって起こりやすくなる

だろう。すなわち，社会的失言の検出の失敗は，陰口を

言ったことで，人を傷つけてしまっているという状態に

対するメタ認知が機能していないことを意味している。

社会的失言の研究は，自閉スペクトラム症（ASD）

の者に対しての研究が多く，心の理論の発展的な課題で

ある社会的失言課題などを行うことによって，ASD 者

が日常的な場面で，対人的なふるまいを行う際に必要と

される暗示的な社会的認知には難しさがあることを示し

た研究（滝吉他 , 2017）の他，社会的失言課題に対して，

ASD の子ども自身が過失状況課題をどのようにして捉

えているかを理解することの重要性を指摘した研究（田

中 , 2016）などがある。

しかし，椿田（2006）は，社会的失言課題を誤答する

要因は，自閉症的なものにだけ由来するとは限らないこ

とを指摘しており，これは健常児にも当てはまることだ

と考えられる。また，社会的失言の認識の欠如に限らず，

社会的失言の要素の 1 つであるメタ認知能力が低い定型

発達者における問題は多い。大江・亀田（2015）は，メ

タ認知能力が低い者ほど，衝動性が高くなり，自己に関

連する情報や他者の非言語的なメッセージを読み誤りや

すくなる傾向があること，メタ認知の能力の乏しさが犯

罪・非行への準備性を高め得ることを推察している。ま

た，原田・渡辺（2011）は高校生における感情のメタ認

知，言語化といった学習で感情のバランス化を図る活動

を取り入れた SST の実践の必要性を指摘している。

上述のように，陰口や悪口の問題によって苦痛を感じ

る子供の多い現状にもかかわらず，メタ認知の低さに

よって生じる陰口についての研究がない現状を鑑み，本

研究では，人間関係がより重視される中学生に焦点を当

て，社会的失言という視点から無意図的な陰口を捉え，

教師から見た生徒の社会的スキルや，生徒の情動知覚・

情動調節のスキルが，無意図的な陰口に関する社会的失

言の検出に影響するかを検討することを目的とする。

Ⅱ　方法

１．調査時期および調査協力者
20XX 年 10 月の 1 ヶ月間に，北陸地方の公立中学校

のクラスの担任を持つ教師 14 名，1 年生から 3 年生の

生徒 418 名に質問紙調査を行った。全回答者のうち，回

答に不備がなかったクラスの担任を持つ教師 13 名，生

徒 385 名（男性 186 名：女性 198 名：不明１名）を分析

対象とした。

２．調査手続きおよび倫理的配慮
調査協力者には，アンケートは研究者以外だれも見ず

成績に関係しないこと，個人を特定したり，個人を取り

上げて研究されたりすることがないこと，大学で行われ

る研究だけに使用すること，回答をやめたくなった場合

は，途中であってもやめてかまわないことをフェイス

シートで教示し，回答に承諾した者のみ，アンケートへ

の回答を行ってもらった。アンケートはクラス単位時で

実施され，その場で担任によって回収され，密封された。

担任による回答は，子供のアンケートから１～ 2 週間後

に行われ，個々の担任別の封筒を渡し，回収した。

３．質問紙の構成
教師用の質問紙は，①フェイスシート，②生徒の行動

面の社会的スキルを計る質問で構成された。生徒用の質

問紙は，③フェイスシート，④中学生用情動知覚尺度

（EAQ），⑤自閉症スペクトラム指数 10 項目版（AQ-J-

10），⑥無意図的陰口場面を想定した漫画による場面想定

法で構成された。

①フェイスシート（教師用）

フェイスシートでは，担任をしている学年とクラスの

記入を求めた。回答は匿名であり，個人が特定されない

ことを明記した。

②教師評定の社会的スキル尺度（Social skill，以下 SS）
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クラスの担任の教師に，岩澤（2014）の社会的スキル

の定義である「人間関係を築いたり，人と上手に関わる

技術のこと」を示したうえで，担任を持つ生徒一人ひと

りの社会的スキルについて，「１：不足している」～「５：

十分である」の 5 件法で回答を求めた。

③フェイスシート（生徒用）

フェイスシートでは，学年，クラス，番号，性別，年

齢の記入を求めた。アンケートは成績に関係しないこと，

大学で行われる研究だけに使用すること，回答をやめた

くなった場合は，途中であってもかまわないことを明記

した。

④中学生用情動知覚尺度

石津・下田 （2013） が作成した中学生用情動知覚尺

度（EAQ）日本語版の中の，「私は，自分がなぜ怒って

いるのか，よくわからなくなります」などの“情動の

識別（DE）”，「私は，友達がどんな気持ちでいるのか，

知りたいとは思いません」などの“情動の注目と分か

ち合い（AMUE）”，「自分が動揺したとき，私はそれを

表に出さないようにします（逆転項目）」などの“非隠

ぺい性（NHE）”，「私には，自分が感じている気持ちを，

友達に説明することは難しいです」などの“情動の言

語的伝達（VSE）”の 4 因子，17 項目を生徒に「１：そ

んなことはない」～「３：いつもそうだ」の 3 件法で

回答を求め，EAQ の各下位尺度得点の合計得点を算出

した。

⑤自閉症スペクトラム指数（Autism-spectrum Quotient:AQ）

10 項目版（AQ-J-10）

生徒の自閉症スペクトラム傾向を統制するため，生徒

に Kurita, Koyama ＆ Osada（2005） の AQ-J-10 を「０：

あてはまらない」～「３：あてはまる」の 4 件法で回答

を求めた。原版の AQ は 50 項目から構成される信頼性

と妥当性の確認された自己回答形式の尺度で，健常範囲

の知能を持つ成人の自閉症傾向を簡便に測定できる（前

田・金山・佐藤 , 2017）。採点方法は，各項目で自閉症

傾向とされる側に該当する回答を選択すると 1 点が与え

られるため，実質的には 2 件法とみなして合計得点を算

出する。合計得点が高いほど，自閉スペクトラム症の特

徴を顕著にもつことを示す。本研究においては，社会的

失言に対する社会的スキルと EAQ の得点の影響を統制

する変数の一つとして測定した。

⑥無意図的な陰口に関する社会的失言の検出課題（Faux 

pas test：以下，FP）

Baron-Cohen, O'Riordan, Stone, Jones, & Plaisted 

(1999). の Faux Pas Test を参考とした，登場人物の 1

人が無意図的な陰口に関する社会的失言を言っているこ

とを想定した場面の漫画を 4 つ，登場人物の中のどの人

物も無意図的な陰口に関する社会的失言を言っていない

ことを想定した場面の漫画を 2 つ独自に作成した。また，

生徒に自分のことを当てはめて読んでもらえるよう，性

別ごとに質問紙を分け，男の子用は登場人物をすべて男

に，女の子用は登場人物をすべて女にして，漫画による

場面想定法を作成した。生徒には，男女別に 2 種類の質

問紙を用意し，無意図的な陰口がある場面の場面を 2 つ，

無意図的な陰口がない場面を 1 つ読んでもらった。そし

てそれぞれの場面中で，①言うべきではなかったことを

言った人物はいるかを 2 件法，②誰が，言うべきではな

かったか，③なぜ言うべきではなかったのか，④無意図

的な陰口を言われた人物はどのように感じるか，⑤無意

図的な陰口を聞かれたと知った場合，言った人物はどの

ように感じるかを自由記述で回答を求めた。採点方法は

各項目，正解の場合は 1 点，不正解の場合は 0 点とし，

合計得点を算出した。合計得点が高いほど無意図的な陰

口に関する社会的失言が検出でき，メタ認知が働いてい

ることを示す。

Ⅲ　結果

１．相関分析
FP と EAQ の 下 位 尺 度，AQ，SS と の 相 関 を 検 討

するために，相関分析を行った（Table1）。まず FP と

EAQ の下位尺度との関連を検討した結果，AMUE との

関連については，r=.18（p<.01），NHE との関連につい

ては，r ＝－ .13（p<.05）という有意ではあるが非常に

弱い関連が見られた。続いて，FP と AQ との関連につ

いては，r= － .14（p<.01），また，FP と SS との間には，

r =.13（p<.05）という非常に弱い弱い関連が見られた。

２．分散分析
FP 得点について性差，学年差を検討するために，

Table1　各変数間の相関係数

1 　 2 　 3 　 4 　 5 　 6 　 7

1.FP 1

2.DE 0.02 1

3.AMUE 0.18 ** 0.34 ** 1

4.NHE -0.13 * 0.35 ** 0.26 ** 1

5.VSE 0.01 0.44 ** 0.26 ** 0.37 ** 1

6.SS 0.13 * 0.12 * 0.10 + 0.02 0.09 + 1

7.AQ -0.14 ** -0.3 ** -0.24 ** -0.13 * -0.32 ** -0.17 ** 1

** p < .01, * p  < .05, + p  < .10
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2 要因の分散分析を行った（Table2）。その結果，性別

（F（1，376）=19.59，p<.01）と学年（F（2，376）=8.04，

p<.01）の主効果が有意であった。性別においては，男

子 よ り 女 子 の 方 が 有 意 に 高 い と 示 さ れ た（r=.23）。

学年においては，Holm 法による多重比較を行った結

果，1 年 生 よ り 2 年 生 の 方 が 有 意 に 高 く（r=－.24），

3 年生より 2 年生の方が，有意に高いことが示された

（r=.18）。性別と学年の交互作用は，有意ではなかった

（F（2，346）=.17，ns）。

３．階層的重回帰分析
SS，EAQ の下位尺度による，FP の点数への影響を

検討するために FP を目的変数とする階層的重回帰分

析を行った。Step1 では性別，学年を投入し，Step2

では AQ を，Step3 では EAQ の下位尺度である DE，

AMUE，NHE，VSE を投入した。Step4 では，SS を

投入したが，有意ではなかったため，以下においては

Step3 までの結果を記す。分析の結果，Step3 において，

EAQ の下位尺度の投入後のR 2 の変化量は有意であった

（⊿ R2=.05，F（7，290）=5.249，p<.01）。そして，性別，

学年については，性別のみFPに対し有意であった（b=-1.01，

β =-.17，p=<.01，95%CI  [ － .28，－ .06]）。また，EAQ

の下位尺度に関しては，AMUE が有意な正の影響を示し

（b=0.27，β =.19，p<.01，95%CI  [.07，.31]），NHEが有

意な負の影響を示した（b =-0 .32，β=-.16，p <.01，

95%CI  [ － .29，－ .04]）。Step4 では，SS 投入後のR2 の変

化量は有意ではなく（⊿ R2=.00，F（8, 289）=4.73，ns），

FP に対しても有意な差は見られなかった（Table3）。

Ⅳ　考察

本研究の目的は，中学生において，社会的失言という

視点から無意図的な陰口を捉え，教師から見た生徒の社

会的スキルや，生徒の情動知覚・情動調節のスキルが，

無意図的な陰口に関する社会的失言の検出に影響するか

を検討することであった。

性別，学年，AQ 得点を統制したうえでの階層的重回

帰分析による結果では，まず FP に対して，AMUE が

有意な正の影響を示した。このことから，無意図的な陰

口による社会的失言の検出の失敗を防ぐには，他者の情

動に注目し，気持ちを分かち合おうとすることが重要で

あると示唆された。他者の情動に注目することは，葉山・

植村・荻原・大内・及川・鈴木・倉吉・櫻井（2008）が

共感性の認知的側面の構成要素として取り上げた，他者

の感情に関心を持ち，注意を向ける傾向である「他者の

感情に対する敏感性」にあたると考えられる。そして，

この「他者の感情に対する敏感性」は，相手の立場に立っ

て，相手の感情を理解する「視点取得」と強い関連があ

る（葉山他 , 2008）。このことから，他者の情動に注目

Table2　男女別の FPの平均値，標準偏差および分散分析の結果

男子 女子 F 値

　 1 年 2 年 3 年 1 年 2 年 3 年 性別 学年 交互作用

FP
5.57 7.25 6.08 7.22 8.46 7.47 19.59 ** 8.04 ** 0.17

(3.41) (3.03) (3.40) (3.03) (2.43) (2.64) 男子＜女子 1 年＜ 2 年

3 年＜ 2 年

注 . 平均値下の（　）は標準偏差
** p < .01, * p < .05, + p  < .10

Table3　FPを目的変数とした階層的重回帰分析の結果

目的変数 FP

説明変数 b SE β　 ⊿ R2 ⊿ F　

Step1

性別 -1.01 0.34 -0.17 **

学年 0.26 0.22 0.07 0.05 8.03 **

Step2

AQ -0.19 0.1 -0.11 + 0.01 4.31 *

Step3

DE -0.08 0.09 -0.05

AMUE 0.27 0.09 0.19 **

NHE -0.32 0.12 -0.16 **

VSE -0.01 0.13 0 0.05 3.85 **

Step4

SS 0.17 0.16 0.06 0 1.09

** p < .01, * p  < .05, + p  < .10
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する生徒は，ただ相手の感情に注目するだけではなく，

相手の立場に立って，感情を理解することができるため，

言われた相手が傷つく無意図的な陰口を感知しやすいの

だと考えられる。また，他者と気持ちを分かち合うこと

で，他者の気持ちの理解が促進されることも考えられる

ため，他者の情動に注目し，気持ちを分かち合うことが，

無意図的な陰口に関する社会的失言の検出につながった

と考えられる。

次に，NHE は FP に対して有意な負の影響を示し，

自分の怒りや動揺の感情を隠すスキルが高いことが無意

図的な陰口による社会的失言の検出に繋がることが示さ

れた。EAQ の下位尺度である NHE は，本来，情動を

抑圧したり，隠ぺいしたりせずに他者に表現できる傾向

を測定するものであり（石津・下田 , 2013），情動を抑

圧，隠ぺいする生徒ほど情動の表現困難が懸念される。

しかし，情動の抑圧や隠ぺいをする生徒は，自分の感情

を表現するべきか判断した上で，抑圧や隠ぺいを行う場

合も考えられ，このような生徒は，気まずさの認知や場

の雰囲気を察しようとする力に長けている生徒と言える

だろう。石津・下田（2013）の研究においても，衝動の

自制能力・情動を尊重した決断能力・挫折時に再びやる

気を起こす力・他者共感力・集団と調和する能力と定義

される情動知能と NHE は，他の EAQ の下位尺度と違

い，唯一関連が示されなかった。

本研究では，情動の抑圧や隠ぺいを行う生徒の中にあ

る，気まずさを認知や場の雰囲気を読み取ろうとする要

素が，無意図的な陰口による社会的失言の検出に繋がっ

たと考えられる。加えて，このことは自分の気持ちの抑

圧や隠ぺいを行わない，自分の感情をより表現する生徒

が，無意図的な陰口における社会的失言の認識が欠如し

ており，より頻繁に社会的失言を行う可能性を示してい

る。ただ，感情の抑圧や隠ぺいを行う生徒は，場の雰囲

気を感じ取りすぎ，周りに必要以上に適応することで辛

い状態に陥ることも考えられる。これは，対人関係や社

会集団において , 他者の期待に過剰に応えようとするあ

まりに , 自分らしくある感覚を失ってしまいがちな傾向

とされる過剰適応傾向に近く，石津・安保（2008）は，

過剰適応している子どもには周囲から判断しにくい個人

的ストレスが存在している可能性を示唆している。この

ことからも，感情の抑圧や隠ぺいを行う NHE の低い生

徒は，無意図的な陰口を検出でき，気まずさの認識や場

の雰囲気を敏感に察知できる反面，過剰適応によるスト

レスなどのネガティブな側面を持つことも想定される。

そして EAQ の下位尺度の中では，FP に対して DE，

VSEに有意な影響が見られなかった。まずDEにおいて，

自分の情動の識別の難しさに関しては，無意図的な陰口

による社会的失言の検出に影響を及ぼしていないことが

示された。しかし，本研究で関連が示された情動の抑圧

や隠ぺいは，自分の情動を識別した上で行うと考えられ

るため，今後も詳しい検討が必要であるだろう。VSE

においては，情動の言語的伝達の困難の度合いを測る下

位尺度であり，情動の表現という点においては NHE と

似た要素を持っている。しかし NHE の質問項目が，情

動の表現を「するか，しないか」について聞いているの

に対し，VSE の質問項目は自分の情動を伝えたり，説

明したりすることが「できるかどうか」について聞いて

いる。このような聞き方の違いが，FP に対して NHE

には有意な関連があり，VSE には有意な関連がないと

いう本研究の結果に繋がったのではないかと考える。す

なわち，感情の表現が「できるかどうか」ではなく，感

情の表現を「するか，しないか」が無意図的な陰口に関

する社会的失言に関係しているのではないかということ

である。

また，SS に有意な影響は見られなかった。これは，

教師から見た生徒の人間関係を築くスキルは，無意図的

な陰口による社会的失言の検出に影響を及ぼしていない

ことを示している。本研究で定義した「人間関係を築い

たり，人と上手に関わる技術のこと」に関する社会的ス

キルを高めるだけでは，必ずしも無意図的な陰口におけ

る社会的失言の検出ができるようになるわけではないこ

とを示しているだろう。また，この結果は，無意図的な

陰口は，教師から見えにくいという可能性も示唆される。

日本のいじめの特徴として滝（2007）は「大人の目には

見えにくい形で行われる」点や「主に教室の中で行われ

る」点を指摘している。本研究において測定された教師

評定の社会的スキル得点は，担任教師の負担を考慮した

うえで，1 項目にて測定しており，こうした研究の限界

点を考慮した上で，改めて検討していく必要があると思

われる。

ここまで本研究では，陰口や悪口の問題によって苦痛

を感じる子どもが多い現状や，危害を加えることを意図

しない陰口についての研究が少ないことを問題として捉

え，無意図的な陰口に関する社会的失言の検出と教師評

定による社会的スキル，自己評定による情動知覚・情動

調節のスキルとの関連を検討してきた。その結果，無意

図的な陰口に関する社会的失言に対して，AMUE が有

意な正の影響を，NHE が有意な負の影響を示した。こ

の結果から，無意図的な陰口の検出のために必要なスキ

ルは，他者の情動に注目し，他者と気持ちを分かち合う

スキルであることが示された。他者の情動に注目するこ

とに焦点を当てたスキルトレーニングは，ASD 者を対

象としたものはあるが（北・軍司・後藤・稲垣・細川 , 

2012），健常者に向けたものは少ない。しかし，葉山・

高坂・池田・佐藤（2020）は，自分の気持ちを伝えるアサー

ションや相手を受容する態度の向上を支援するスキルト

レーニングはノウハウ的な技能だけでなく，導入やシェ

アリングを丁寧に行うことでその背景にある他者への関

心を高め，他者への志向性を高める効果もあることを示

唆している。また，他者と気持ちを分かち合うスキルに

ついて，葉山他（2020）はアサーションが感情の共有を
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支援するとしている。陰口の中でも，メタ認知がうまく

働かないが故の無意図的な陰口の低減のためには，自分

の感情だけに注目し，感情を表現するのではなく，他者

の感情に注目し，互いの気持ちを分かち合うことが重要

であると考えられる。

今後の課題としては，本研究で使用した，漫画による

無意図的な陰口に関する社会的失言の検出課題の検討が

必要だと思われる。自閉症スペクトラム傾向を測る AQ

と Faux pas test は，関連があるはずである。しかし，

本研究で独自に作成した，漫画による無意図的な陰口に

関する社会的失言の検出課題と AQ に関しては，非常

に弱い関連，ないしはほぼ無相関にとどまった。こうし

たことからも，質問紙の項目や，漫画による無意図的な

陰口による社会的失言の場面の内容を，中学生に理解し

やすいものに，さらに検討する必要性があることが示唆

された。

また，無意図的な陰口に関する社会的失言に対して，

個人によって言うべきか言うべきでないかという判断

が，変わってくる可能性もある。金綱・濱口（2019）は，

中学生の攻撃行動に対する善悪判断について，教師の自

信ある客観的な態度が望ましい善悪判断を促進すること

を明らかにしている。本研究では，この道徳性の部分を

考慮していない。今後，無意図的な陰口に関する社会的

失言において，言うべきか言うべきではないかの望まし

い判断を促すために，教師の生徒に対する態度にも着目

していく必要があると考える。
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Appendix　本研究で使用した場面想定法（一部）
例 1）無意図的な陰口がある場面 1（女子） 例 2）無意図的な陰口がある場面 2（男子）




